
四十九日の意味

お裁き

四十九日（満中陰）

初七日

百カ日

四十九日法要、参列者のマナー

　四十九日法要は、法要のなかでも
とても大切とされるものです。　　
　今回は、四十九日法要がなぜ大切
なのか、その意味やマナー、準備につ
いて解説していきます。 

　四十九日とは、仏教用語の1つです。ここでは四十九日法要を理解
するための内容を、順にご紹介していきます。

　四十九日法要のマナーは様々で、宗派や地域によっても異なります。
ここでは、一般的な四十九日法要のマナーをご紹介します。

　百カ日とは、命日から100日目に行う法要のことをいいます。百カ日は、
この日を区切りとして故人のために泣くことや悲しむことをやめる日とされ
ており、この法要は家族や親族などの身内のみで行うのが一般的です。

　四十九日とは、7回目のお裁きの日、つまり、故人が極楽浄土へ行けるか
どうかが決まる日のことをいい、この日をもって故人の魂は旅立ち、次の
世界へと転生することになります。　
　命日から四十九日までは、故人の冥福を祈って喪に服す期間。そして四十九日
法要を区切りとして忌明けとなるため、四十九日法要は忌明け法要、満中陰法要
ともよばれています。他にも、お裁きが七日ごとに行われることから、その
お裁きの日を初七日、二七日、三七日と数え、四十九日のことを七七日と数え
る呼び方もあります。

　人が亡くなると、四十九日を迎
えるまでの間に、極楽浄土へ行け
るかどうかを決める「お裁き」が行
われるといわれています。　　　
　お裁きは故人の生前の罪を裁く
もので、四十九日まで7日ごとに
計7回の審判が行われます。

　初七日とは、7日目の審判が行われる
日のことをいいます。初七日は一番初め
のお裁きの日ということもあり、とても
大切な意味を持っています。そのため、
遺族だけでお祈りするのではなく、僧侶
を呼んで読経をお願いすることが多い
です。命日を含めた7日目に行われます。
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